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質
問　
犯
罪
被
害
者
等
へ
の
支

援
に
つ
い
て
、
本
市
の
認
識
と

取
り
組
み
は
。

答
弁　
被
害
者
や
そ
の
家
族
が

平
穏
な
日
常
を
取
り
戻
せ
る
よ

う
に
支
援
や
配
慮
す
る
こ
と
は
、

社
会
全
体
と
し
て
取
り
組
む
べ

き
課
題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

本
市
で
は
、
被
害
者
等
に
寄
り

添
い
、
人
権
相
談
や
法
律
相
談

な
ど
の
相
談
事
業
を
実
施
し
て

い
る
ほ
か
、
県
や
警
察
な
ど
の

相
談
窓
口
と
も
連
携
を
図
っ
て

質
問　
ご
み
を
減
ら
し
、
焼
却

灰
を
少
な
く
す
る
た
め
の
取
り

組
み
に
は
、
生
ご
み
対
策
が
重

要
だ
と
思
う
が
、
本
市
が
実
施

し
て
い
る
事
業
の
内
容
は
。

答
弁　
燃
や
せ
る
ご
み
の
約
63

％
が
生
ご
み
で
あ
り
、
水
分
を

多
く
含
ん
だ
生
ご
み
の
減
量
に

取
り
組
む
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
、
広
報
な
ど
で
３
切
り
運
動

を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
ま
た
生

ご
み
処
理
機
器
購
入
費
補
助
事

業
で
は
、
コ
ン
ポ
ス
ト
な
ど
の

購
入
費
用
を
補
助
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

ご
み
と
焼
却
灰
を
減
ら
し
、
ご

み
処
理
施
設
の
長
期
運
用
が
可

能
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問　
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普

及
率
は
。
ま
た
、
普
及
率
向
上

の
た
め
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
浄
化
槽
整
備
区
域
は
下

水
道
の
全
体
計
画
区
域
な
ど
を

除
い
た
区
域
で
、
区
域
内
の
合

併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
率
は
約

45
％
で
あ
る
。
本
市
は
利
根
川

上
流
域
に
あ
り
、
一
層
の
水
環

境
の
保
全
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、

し
尿
く
み
取
り
や
単
独
処
理
浄

化
槽
か
ら
の
転
換
に

補
助
を
行
い
、
普
及

促
進
を
図
っ
て
い
る
。

質
問　
米
価
の
下
落
状
況
は
。

ま
た
、
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

に
向
け
た
研
究
へ
の
支
援
と
、

農
作
業
を
助
け
る
パ
ワ
ー
ア
シ

ス
ト
ス
ー
ツ
に
対
す
る
支
援
は
。

答
弁　
外
食
需
要
の
減
少
に
よ

り
、
令
和
３
年
産
米
の
平
均
的

な
買
い
取
り
価
格
は
２
年
産
米

よ
り
約
25
％
下
落
し
た
。
米
価

の
下
落
に
対
す
る
支
援
と
し
て

は
、
ナ
ラ
シ
対
策
や
収
入
保
険

制
度
が
あ
る
。
ブ
ラ
ン
ド
化
を

図
る
た
め
の
研
究
に
対
し
て
は
、

幅
広
く
対
応
で
き
る
市
独
自
の

補
助
制
度
が
あ
り
、
学
生
等
と

連
携
し
た
取
り
組
み
に
も
活
用

で
き
る
。
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
の

活
用
は
、
今
後
研
究
し
た
い
。

質
問　
本
市
で
の
低
出
生
体
重

児
の
割
合
と
支
援
は
。
ま
た
リ

ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を

導
入
す
る
考
え
は
。

質
問　
労
働
基
準
法
第
33
条
第

３
項
に
規
定
さ
れ
る
「
公
務
の

た
め
に
臨
時
の
必
要
が
あ
る
場

合
」
と
は
ど
の
よ
う
な
場
合
か
。

答
弁　
官
公
署
の
事
業
に
従
事

す
る
公
務
員
に
対
し
て
、
時
間

外
や
休
日
の
勤
務
を
命
ず
る
場

合
の
規
定
で
あ
り
、
本
市
も
こ

の
規
定
を
根
拠
に
し
て
い
る
。

災
害
や
避
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
事
由
の
ほ
か
、
正
規
の
勤
務

時
間
内
に
対
応
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
あ
ら
ゆ
る
臨
時
的
な
業

務
に
つ
い
て
も
「
公
務
の
た
め

に
臨
時
の
必
要
が
あ
る
場
合
」

に
含
ま
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問　
農
協
に
お
け
る
コ
メ
の

買
い
取
り
価
格
の
推
移
は
。

答
弁　
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
最
も
良

い
等
級
の
１
俵
当
た
り
の
平
均

的
な
買
い
取
り
価
格
は
、
平
成

29
年
産
米
と
30
年
産
米
が
約
１

万
３
６
０
０
円
、
令
和
元
年
産

米
が
約
１
万
４
千
円
、
２
年
産

米
が
約
１
万
１
９
０
０
円
、
３

年
産
米
が
約
８
９
０
０
円
で
あ

っ
た
。
米
価
が
下
落
し
た
要
因

と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
、
主
力
取
引
先
の
中
食
・
外

食
産
業
向
け
の
取
引

が
減
少
し
た
こ
と
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
。

答
弁　
令
和
２
年
度
の
低
出
生

体
重
児
の
割
合
は
８
･
９
％
で

あ
っ
た
。
支
援
と
し
て
は
、
入

院
加
療
が
必
要
な
場
合
の
医
療

費
助
成
や
、
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催

を
見
合
わ
せ
て
い
る
保
護
者
同

士
の
交
流
会
等
が
あ
る
。
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
の
導
入
に

つ
い
て
は
先
進
的
な

事
例
を
研
究
し
た
い
。

い
る
。
ま
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
の

際
に
は
、
犯
罪
被
害
者
を
理
解

す
る
た
め
の
ポ
ケ
ッ
ト
ブ
ッ
ク

を
配
布
す
る
な
ど
、
市
民
の
理

解
が
深
ま
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

質
問　
全
国
お
よ
び
県
内
の
犯

罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
制
定

状
況
は
。
ま
た
、
本
市
も
条
例

を
制
定
し
、
支
援
す
る
考
え
は
。

答
弁　
全
国
の
自
治
体
で
は
約

２
割
が
、
県
内
で
は
県
と
大
泉

町
が
条
例
を
制
定
し
て
お
り
、

前
橋
市
と
安
中
市
が
令
和
４
年

度
の
施
行
を
予
定
し
て
い
る
。

本
市
で
は
、
国
の
施
策
と
し
て

支
援
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
と
考

え
て
お
り
、
今
後
も

国
や
他
の
自
治
体
の

動
向
を
注
視
し
た
い
。

令
和
４
年
度
は
、
引
き
続
き
進

入
路
の
整
備
な
ど
を
含
め
た
基

盤
整
備
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
新
種
目
に
つ
い
て
は

市
民
や
利
用
団
体
か
ら
の
要
望

な
ど
を
踏
ま
え
、
運
営
管
理
等

を
勘
案
し
た
上
で
、
河
川
管
理

者
で
あ
る
国
土
交
通

省
の
意
見
を
伺
い
な

が
ら
研
究
し
た
い
。

質
問　
生
活
保
護
の
申
請
者
に

対
す
る
つ
な
ぎ
資
金
の
貸
し
付

け
は
現
在
も
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　
つ
な
ぎ
資
金
は
社
会
福

祉
協
議
会
の
事
業
で
あ
り
、
生

活
保
護
の
適
用
見
込
み
が
あ
る

人
を
対
象
に
、
保
護
が
決
定
す

る
ま
で
の
間
、
生
活
費
等
を
一

時
的
に
貸
し
付
け
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
事
業
は
現
在
も
行
っ

て
い
る
が
、
食
料
等
を
提
供
す

る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
の
連
携
が

必
要
で
あ
り
、
個
々
の
状
況
を

見
極
め
て
対
応
し
て
い
る
。

質
問　
非
正
規
社
員
に
対
す
る

大
幅
な
シ
フ
ト
カ
ッ
ト
や
、
休

業
支
援
金
の
申
請
に
非
協
力
的

な
会
社
な
ど
に
つ
い
て
、
実
態

の
把
握
と
対
策
は
。

答
弁　
本
市
で
は
群
馬
労
働
局

や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
高
崎
と
連
携

を
図
り
、
労
働
市
場
の
概
況
や

新
型
コ
ロ
ナ
に
伴
う
支
援
制
度

の
申
請
状
況
な
ど
の
実
態
把
握

に
努
め
て
い
る
。
ま
た
令
和
３

年
度
に
開
設
し
た
、
ま
ち
な
か

経
済
情
報
セ
ン
タ
ー
と
経
営
Ｓ

Ｏ
Ｓ
相
談
所
で
は
、
事
業
者
だ

け
で
な
く
、
従
業
員
や
ア
ル
バ

イ
ト
の
学
生
か
ら
の

相
談
も
受
け
付
け
る

体
制
を
整
え
て
い
る
。

質
問　
コ
ロ
ナ
禍
が
子
ど
も
た

ち
の
体
力
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
。

答
弁　
令
和
元
年
度
と
比
較
し

て
、
３
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
子
ど
も
た
ち
の
総
運
動
時
間

が
減
少
し
た
た
め
、
継
続
的
な

運
動
が
必
要
で
あ
る
持
久
力
が

低
下
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

各
学
校
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も
安

心
・
安
全
に
活
動
で
き
る
よ
う

に
工
夫
し
な
が
ら
、
体
力
向
上

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

質
問　
男
性
職
員
の
育
児
休
業

質
問　
学
習
障
害
が
あ
る
子
ど

も
に
つ
い
て
、
現
在
の
支
援
と

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
対

応
す
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
各
学
校
な
ど
で
は
学
習

内
容
の
習
熟
に
応
じ
た
指
導
や

教
材
の
工
夫
な
ど
、
子
ど
も
の

状
況
に
配
慮
し
た
支
援
を
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
特
別
支
援
学

級
や
通
級
指
導
教
室
の
担
当
者

に
対
し
、
学
習
障
害
児
に
配
慮

し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
方
法

な
ど
の
研
修
を
行
い
、
効
果
的

な
活
用
の
推
進
に
努
め
て
い
る
。

質
問　
高
崎
市
民
ス
ポ
ー
ツ
パ

ー
ク
（
仮
称
）
の
整
備
状
況
は
。

ま
た
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
や
ボ

ル
ダ
リ
ン
グ
な
ど
の
新
た
な
種

目
に
つ
い
て
の
整
備
方
針
は
。

答
弁　
こ
れ
ま
で
に
防
球
ネ
ッ

ト
な
ど
の
支
障
物
件
の
撤
去
と

園
路
等
の
基
盤
整
備
を
行
っ
た
。

の
取
得
を
、
さ
ら
に
促
進
さ
せ

る
た
め
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
令
和
２
年
度
の
男
性
職

員
の
育
児
休
業
の
取
得
率
は
、

８
･
６
％
で
あ
る
。
取
得
率
が

在籍する小・中学校で学習しながら、人との関わり方や集団のルールなどの指導を受ける教室。●通級指導教室
発達障害の一つでＬＤともいう。読む、書く、計算するなどの学習が、全体的な知的発達に比べて極端に苦手なこと。●学習障害

丸ま
る
や
ま山 

芳よ
し
の
り典

（
新
風
会
）

ご
み
減
量
化
と
合
併
浄
化
槽
の

推
進
に
向
け
た
取
り
組
み

中な
か
む
ら村 

さ
と
美み

（
公
明
党
）

農

業

支

援

　
低
出
生
体
重
児
支
援

小お

の野 

聡さ
と
こ子

（
公
明
党
）

犯
罪
被
害
者
等

支
援
条
例
の
制
定

林は
や
し   

恒つ
ね
よ
し徳

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

公
務
の
臨
時
の
必
要

　

米

価

の

推

移

依よ

だ田 

好よ
し
あ
き明

（
日
本
共
産
党
）

生
活
保
護
行
政
の
改
善

　
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
む
市
民
へ
の
支
援

堀ほ
り
ぐ
ち口   

順す
な
お

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

子

育

て

支

援

　

公

園

整

備

三み
し
ま島 

久く

み

こ
美
子

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

子
ど
も
の
体
力
向
上

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

育児休業を取得した男性職員

米価等が下落した際の収入を補填する国の保険的制度。農業者の拠出金を前提に収入減少の９割を補填するもの。●ナラシ対策
小さく生まれた赤ちゃんと保護者用に、母子手帳を補う冊子として作られ、静岡県をはじめ
他自治体で運用されている。

●リトルベビーハンドブック

上
が
ら
な
い
理
由
は
、
個
々
の

意
識
の
醸
成
や
職
場
全
体
の
理

解
が
十
分
で
な
い
こ
と
だ
と
考

え
て
い
る
た
め
、
取
得
者
だ
け

で
な
く
、
周
囲
の
職
員
の
意
識

を
変
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

令
和
４
年
度
か
ら
は
、
男
性
職

員
の
育
児
休
業
の
取
得
を
後
押

し
す
る
た
め
の
制
度
改
正
が
行

わ
れ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
職
員
の
意
識
改
革
を
進
め
、

育
児
休
業
を
取
得
し

や
す
い
職
場
環
境
づ

く
り
に
努
め
た
い
。

市議会ホームページ（会議録検索）や以下の施設で、
どなたでもご覧いただくことができます。
今回の本会議については５月下旬に公開予定です。

　　　◦市民情報センター（市役所１階）
　　　◦高崎市立図書館（中央館及び地域館）
　　　◦倉渕公民館図書室

さらに詳しい内容は会議録で

外食と家庭での料理の中間にあり、総菜や弁当などを買って帰り、家で食べること。●中食（P8参照）

（P9参照）

ごみの減量に向けた食材の使い切り、料理の食べ切り、生ごみの水切りのこと。●３切り運動

犯罪被害者等支援団体の冊子


